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白根バイパス開通で

白根市街地の騒音が低下！
～国道８号白根バイパス開通３ヶ月後の効果～

新潟国道事務所が整備を進めている国道８号白根バイパスのうち、平成27年3

月22日(日)の部分開通（新潟市南区鰺潟～同区戸頭の約３．９㎞）により白根市

街地を通過する国道８号（現道）沿線では、騒音が低下したので開通３ヶ月後の

交通状況とともにお知らせします。

なお、今後も引き続き調査・分析を行い、お知らせしてまいります。

【広域図】

お 問 い 合 わ せ 先

国土交通省 北陸地方整備局 新潟国道事務所 調査課長 太田 峰誉 （内線451)
電話 ０２５－２４４－２１５９（代表） ＦＡＸ ０２５－２４６－７７６３
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白根バイパス 延長5.9km

①：バイパスの交通量調査箇所
②：国道８号の交通量調査箇所

：主要渋滞箇所
：騒音調査箇所
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※環境基準：環境基本法（平成５年法律第９１号）第１６条第１項の規定に基づく騒音に係る環境
基準『幹線交通を担う道路に近接する空間』を適用し、昼間70dB以下、夜間65dB以下。
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国道８号（現道）沿線の騒音が低下

白根市街地の国道８号（現道）沿線の道路騒音が最大で７デシ

ベル（dB）低下し、昼夜ともに環境基準※を下回りました。

国道８号（現道）の交通量が57％減少

白根バイパスへ交通がシフトし、市街地を通る国道８号（現

道）の交通量が57％減少しました。特に大型車の交通量が76％

減少しました。

効 果

開通による主な整備効果

交通状況
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白根バイパス開通３ヶ月後の状況

・白根バイパス
11,800台/日

・白根市街地を通る国道８号（現道）
開通前 19,000台/日

57％減少
開通後 8,100台/日

★特に大型車は
開通前 3,400台/日

76％減少
開通後 800台/日

騒 音

・市街地を通る国道８号（現道）

開通前 71dB（昼間） 68dB（夜間）

5dB低下 7dB低下

開通後 66dB（昼間） 61dB（夜間）

写真２ 開通後は大型車をはじめ交通が減少（国道８号：白根小学校前）写真１ 開通前は市街地に交通が集中（国道８号：白根小学校前）
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※交通量調査（車両感知器：日平均）
開通前：H26.4～6の３ヶ月間
開通後：H27.4～6の３ヶ月間

開通前 開通後

8,100

◆国道８号（現道）の交通量が57％減少
◆大型車の交通量が76％減少

◆大型車をはじめとする交通の減少によ
り国道８号（現道）の騒音レベルが低
下し、環境基準を下回る

白根バイパス開通前後の交通状況

国道８号（現道）沿線における騒音変化

【騒音の目安※】
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開 通 前：H23.9.28実測データ24h平均(新潟市提供)
開 通 後：H27.6.23実測データ24h平均
測定位置・方法：JIS Z 8731に定める環境騒音の測定方法による

※騒音の目安：全国環境研協議会騒音小委員会「騒音の目安」より引用

昼間 夜間

H27.7.6 8時頃撮影H27.1.27 8時頃撮影


